
註
2

日
「
美
術
教
育
ノ
方
針
」

小
山
正
太
郎
（
安
政
四
年
1
大
正
五
年
）
が
明
治
十
四
年
に
建
議
し
た
も

の
で
、
蒟
蒻
版
印
刷
物
だ
と
い
う
。
「
学
校
組
織
」
と
し
て
美
術
学
校
（
日

本
絵
画
、
西
洋
絵
画
、
日
本
彫
刻
、
西
洋
彫
刻
の
科
を
含
む
）
、附
属
美
術
工

芸
学
校
、
附
設
美
術
学
院
の
設
置
を
、
ま
た
、
「
保
護
奨
励
の
方
法
」
と
し

て
学
位
授
与
、
芸
術
院

・
美
術
会
議

・
美
術
館

・
官
設
美
術
共
進
会
等
の
設

置
、
民
問
美
術
関
係
団
体
の
補
助
、
海
外
留
学
生
派
遣
、
展
覧
会
等
の
た
め

の
大
会
館
設
立
、
技
術
家
の
国
儀
拝
観
特
許
等
の
措
置
を
講
ず
べ
し
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

口
美
術
取
調
局

・
美
術
学
校
設
立
の
意
見
因

高
橋
由
一
が
明
治
十
七
、
八
年
ご
ろ
発
表
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
内
容
は

前
出
「
高
橋
由
一
油
画
資
料
」
中
の
草
稿
と
酷
似
し
て
お
り
、
推
敲
を
経
た

惑
が
あ
る
。

曰
美
術
局

・
美
術
学
校
設
立
の
建
議
害

明
治
十
八
、
九
年
ご
ろ
、
柳
源
吉
、
小
山
正
太
郎
等
十
一
会
の
人
々
が
提

出
し
た
と
い
う
。
内
容
は

H
と
口
を
合
体
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

法
隆
寺
夢
殿
開
扉
の
年
に
つ
い
て
は
こ
の
日
本
美
術
史
講
義
中
の
語
句
に
よ
っ

て
明
治
十
七
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
こ
れ
を
明
治
十
九
年
五
月
七
日
（
こ
の

と
き
の
調
査
に
つ
い
て
は
岡
倉
の
「
奈
良
古
社
寺
調
査
手
録
」
の
中
に
短
い
メ
モ

と
秘
仏
観
音
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
八
巻
参

照
。）
、
な
い
し
は
そ
れ
以
降
の
年
と
す
る
説
も
現
わ
れ
て
い
る
。

第
三
節

図
画
調
査
会

図
画
調
査
会
の
概
要

フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
覚
――一

の
活
動
の
中
で
、

い
つ
の
時
点
か
ら
官
立
美
術
学

校
設
立
計
画
が
生
ま
れ
た
か
を
資
料
的
に
裏
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た

だ
、
岡
倉
の
場
合
は
美
術
学
校
設
立
に
最
も
重
き
を
置
く
美
術
局
設
立
運
動
に

着
手
し
た
時
、
す
な
わ
ち
明
治
十
七
年
に
は
既
に
そ
の
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
場
合
は
明
治
十
七
年
五
、
六
月
の
鑑

画
会
講
演
「
画
エ
教
育
法
」
（
現
存
す
る
草
稿
の
標
題
は
「
日
本
絵
画
の
将
来
」

Ja
-

p
a
n
e
s
e
 
P
a
i
n
t
i
n
g
 
in 
t
h
e
 
F
u
t
u
re)

の
時
空
点
で
は
設
置
を
非
と
す
る
『
美
術
真

説
』
講
演
以
来
の
見
解
を
改
め
て
は
い
な
い

。
そ
れ
が
同
年
十
二
月
六
日
開
催

の
文
部
省
図
画
調
査
会
会
合
に
お
け
る
弁
論
（
「
公
立
学
校
に
日
本
式
画
法
を
採
用

す
る
こ
と
の
得
失
」
）
に
至
っ
て
一
転
し
て
肯
定
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
何

に
よ
る
も
の
か
判
断
に
苦
し
む
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
美
術

局
設
立
運
動
が
緒
に
つ
き
、
必
然
的
に
彼
も
そ
れ
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

説
を
曲
げ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
美

術
学
校
設
立
計
画
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
は
な
く
、
岡
倉
の
脳
裏
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

岡
倉
は
美
術
局
設
立
運
動
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
構
想
の
早
い
実
現

を
は
か
る
た
め
に
手
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら
基
礎
作
り
を
始
め
た
。
そ
の
第
一
着

手
が
文
部
省
図
画
調
査
会
の
設
置
で
あ
っ
た
。
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註

l

図
画
調
査
会
は
明
治
十
七
年
十
一
月
十
五
日
に
発
足
し
た
。
『
文
部
省
第
十

二
年
報
』
に
は
こ
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
七
年
十
一
月
十
五
日

専
門
普
通
雨
學
務
局
二
於
テ
委
員
ヲ
命
シ
東
京
教
育
博
物
館
理
學
講
義

室
二
於
テ
學
校
自
在
聾
法
中
邦
盟
ヲ
授
ク
ル
可
否
ノ
調
査
二
着
手
ス

明
治
十
七
年
十
二
月
三
日

マ
マ

閾
書
調
査
二
付
西
聾
二
純
瞼
ア
ル
モ
ノ
ヲ
加
フ
ル
モ
亦
緊
要
ナ
ル
ヲ
以

テ
東
京
大
學
雇
教
師
米
隣
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
圏
甕
調
査
委
員
ヲ
嘱
託
ス

と
あ
る
の
み
だ
が
、

岡
倉
覚
三
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
宛
て
書
簡
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料

ー
』
所
収
。
明
治
十
七
年
十
二
月
五
日
付
。
会
議
の
現
状
報
告
が
そ
の
内
容
で
あ
る
）

に
よ
れ
ば
、
発
足
当
初
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

専
門
学
務
局
（
局
長
浜
尾
新
）
所
属
委
員

岡
倉
覚
三
（
文
部
省
御
用
掛
）

今
泉
雄
作
（
同
）

上
原
六
四
郎
（
文
部
一
等
属
兼
東
京
職
工
学
校
教
師
）

多
賀
章
人
（
東
京
職
工
学
校
用
器
画
教
師
兼
文
部
省
御
用
掛
）

狩
野
友
信
（
東
京
大
学
予
備
門
自
在
画
学
助
教
諭
兼
専
門
学
務
局
勤
務
）

狩
野
芳
崖
（
文
部
省
御
用
掛
）

委
員
に
関
し
て
は
同
年
報
に
は

普
通
学
務
局
（
局
長
辻
新
次
）
所
属
委
員

河
村
重
固
（
文
部
省

一
等
属）

山
路
一
遊
（
同
四
等
属
）

小
山
正
太
郎

（
東
京
師
範
学
校
教
諭
兼
普
通
学
務
局
勤
務
）

こ
の
う
ち
、
任
命
の
日
時
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
次
の
三
名
で
あ
る
。

狩
野
芳
崖

文
部
省
御
用
掛
申
付
取
扱
准
判
任
候
事
但
月
俸
金
拾
圃
給
輿
候
事

明
治
十
七
年
十
一
月
廿

一
日
文
部
省

〔以
上
辞
令
〕

狩
野
友
信

仝
〔
明
治
〕
十
七
年
十
一
月
十
四
日
営
分
専
門
學
務
局
兼
勤
申
付
候

事
〔
以
上
本
学
所
蔵
履
歴
書
〕

小
山
正
太
郎

〔
明
治
十
七
年
〕
十
一
月
十
四
日
普
通
学
務
局
兼
務
申
付
ら
る
。

〔
以
上
昭
和
九
年
不
同
舎
旧
友
会
編
『
小
山
正
太
郎
先
生
』
所
収
年
譜
〕

人
選
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
専
門
、
普
通
両
学
務
局
委
員
の
比
率
が
二
対
一

で
あ
る
こ
と
や
、
上
原
、
多
賀
、
狩
野
友
信
ら
官
立
学
校
図
画
教
師
と
並
ん
で

市
井
の
一
画
家
に
過
ぎ
な
い
狩
野
芳
崖
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
か
な
り
意
図
的
で
あ
る
。
岡
倉
は
は
じ
め
か
ら
自
派
に
有
利
な
人
選
を
行

い
、
ま
た
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
理
論
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
会
議
を
進
行
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

上
記
岡
倉
書
簡
に
よ
る
と
初
会
が
開
か
れ
た
の
は
明
治
十
七
年
十
一
月
十
五

日
（
土
曜
）
で
、

以
後
週
二
回
く
ら
い
ず
つ
上
野
の
東
京
教
育
博
物
館
等
で
開
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か
れ
た
。
討
議
の
順
序
は
左
記
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
が
、
岡
倉
は
日
本
画
法

採
用
を
是
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
こ
れ
ら
の
議
題
を
提
案
し
、
自
派
の
考
え
方

を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
討
議
の
方
針
（
順
序
）

①
日
本
の
自
在
画
法
を
学
校
に
採
用
す
る
こ
と
の
利
、

る
こ
と
。

不
利
を
決
定
す

③
普
通
学
校
（
小
、
中
、

師
範
学
校
等
）
に
お
け
る
美
術
教
育
の
方
法

を
改
正
す
る
こ
と
。

③
職
工
学
校
、
工
業
学
校
に
お
け
る
美
術
教
育
の
方
法
を
改
正
す
る
こ

と
④
美
術
教
師
養
成
の
最
善
の
手
段
を
討
議
す
る
こ
と
。

⇔
①
に
つ
い
て
は
①
日
本
画
法
は
対
象
を
正
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
②
日
本
画
法
は
児
童
が
産
業
に
適
合
し
う
る
よ
う
な
創
造

的
、
芸
術
的
感
性
を
育
成
で
き
る
か
、
を
調
査
す
る
こ
と
。

日
本
画
法
の
優
秀
性
、
有
効
性
を
力
説
す
る
岡
倉
を
専
門
学
務
局
側
委
員
は

支
持
し
た
が
、
普
通
学
務
局
側
委
員
の
小
山
正
太
郎
と
山
路
一
遊
は
反
対
し

た
。
特
に
小
山
は
こ
の
会
議
で
は
事
実
上
洋
風
鉛
筆
画
教
育
お
よ
び
洋
画
派
を

代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
激
し
く
反
論
し
た
が
、
も
と
も
と
形
勢
は
不

利
で
あ
り
、
遂
に
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
周
到
な
理
論
に
敗
れ
、
委
員
を
辞
し

て
し
ま

っ
た
。

小
山
は
後
年
、
「
北
越
新
報
発
刊
当
時
の

美
術
界
」
（
前
出
『
小

山
正
太
郎
先
生
』
所
収
）
そ
の
他
の
論
説
の
中
で
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
憤
憑
を

込
め
て
語
っ
て
い
る
。

小
山
に
対
す
る
岡
倉
の
攻
撃
は
明
治
十
五
年
の
論
説

図
画
調
査
会
は
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
主
張
ど
お
り
に
洋
風
鉛
筆
画
教
育
を

註
2

「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
」
へ
の
反
駁
以
来
、
こ
れ
が
二
度
目
で
あ
っ
た
。
な
お
、

こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
仮
に
浦
崎
永
錫
示
す
と
こ
ろ
の
明
治
十
四
年

に
お
け
る
小
山
の
「
美
術
教
育
ノ
方
針
」
建
言

(51
頁
註
1
参
照
）
が
真
実
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
小
山
は
岡
倉
と
は
別
の
、
確
た
る
美
術
行
政
構
想
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
岡
倉
の
最
大
の
敵
で
あ
っ
た
か
ら
、
岡
倉
に
は
彼
を
決
定
的
に

排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

小
山
の
敗
退
は
事

実
、
そ
の
後
の
情
勢
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

岡
倉
ら
の
美
術
局
設
立
運
動
は
鑑
画
会
を
軸
と
し
て
民
間
ベ
ー
ス
で
進
め
て

い
た
日
本
美
術
復
興
運
動
を
行
政
ベ
ー
ス
に
乗
せ
、
牒
商
務
省
博
物
局
な
い
し

龍
池
会
路
線
の
美
術
行
政
に
真
の
文
化
行
政
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
図
画
調
査
会
や
後
述
の
図
画
取
調
掛
は
そ
の
運

動
を
進
め
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
上
記
フ
ェ
ノ
ロ
サ
宛
岡

倉
書
簡
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
語
句
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。

「
復
興
」
の
種
子
は
鑑
画
会
に
蒔
か
れ
て
お
り
、
今
や
上
野
に
そ
の
芽
が

萌
え
出
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
は
慎
ま
し
く
、
そ
の
手
段
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
は
博
物
局
に
戦
い
を
挑
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

|
ー
な
ぜ
な
ら
、
真
理
は
そ
れ
自
身
の
力
で
虚
偽
を
打
ち
倒
す
で
し
ょ
う

か
ら
。
美
術
は
日
本
で
復
興
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
が
支
援
を

約
束
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
芳
崖
に
よ
っ
て
手
を
得
、
先
生
に
よ
っ
て

魂
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

図
画
調
査
報
告
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